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正

特　記　事　項

1 2003.04/30 外灯機種変更 HF250→NH220,HF400→NH360

05/03打合による修正｡既設ボイラ室 FE-15-1,-2取付位置変更,
FS×1追加,照明器具R-322→R-322pEeに変更

2 2003.05/04
05/03打合による修正｡ポンプ室建築図修正､照明器具R-321×3
→R-321×4に変更

3 2003.05/22
番号幹線 ボイラ室:P-221,P-223、コンプレッサ室:P-224,P-225、
ポンプ室:P-213,P-222 追記

4 2003.05/30
外灯機種変更、設置位置変更
新設ＭＨ－０８位置変更、ＭＥＮＴ盤取止め

5 2003.07/05
容量変更VF-16:0.61KW→0.585KW､VF-15:0.29KW→0.53KW
VF-18:0.2KW→0.39KW

１ 構内配線図 1:400 全体配置図 ２ 特記事項 -----

３ 付属建屋内配線図 1:200
1:100排水処理施設
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ブロックマンホ－ル姿図

２．足掛金物（溶融亜鉛メッキ製）２個を取り付ける。

３．配管貫通部分は、コア抜き施行を行い防水処理を確実に行う。

４．ブロック接合個所および配管挿入個所には、エポキシ系２成分型接着剤を

　　使用する。

１．ケ－ブル引張用フック（溶融亜鉛メッキ製または、ステンレス製）を配管

　　の反対側に設ける。

【ブロック・マンホール仕様】

【マンホール・リスト】
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